
１　研究の実施状況

（１）研究期間
　2020年７月～ 2021年１月
（２）実施場所
　富岡市中心市街地（高崎商科大学富岡サテライト他）
　片倉工業株式会社片倉シルク記念館、岡谷蚕糸博物館
（３）参加人数
　１名
（４）研究内容
　明治期の富岡製糸場で働く女性たちの姿は、映画「赤い襷」や小説『明治ガールズ――富岡製糸場で青春を』
などに描かれ、その様子は広く伝えられている。一方で、民間企業に払い下げられた後の様子を知るすべは少
ない。これは、富岡製糸場が操業を終了したのが1987（昭和62）年と、製糸場が稼働した115年間の歴史の中
ではごく最近のことであり、その様子を覚えている世代が多く、工場が動き、そこで働く人がいることが「あ
たりまえ」であり、当時を知る彼らにとって特別な姿ではなかったからだろう。
　しかし、2021年の今、「あたりまえ」でなくなってから30年以上が経過している。
　そこで、今回、戦後の片倉工業時代の富岡製糸場で働いた女性たちの労働と生活の様子に注目し、彼女たち
の口から語られた経験を通じて、その実態を記述する。さらには、彼女たちだけではなく、当時の様子を知る
男性従業員やまちなかの商店主らに聞き取り調査を行うことで、彼女たちの労働と生活について、より多角的
に描き出すこととした。
　本研究では、彼女たち自身の経験や記憶、記録を主な研究対象としている。聞き取り調査の中で彼女たちが
語った労働や生活の様子から共通項を見出し、片倉工業富岡工場での経験が、彼女たちの中でどのようなもの
であったかを検討した。
　彼女たちは片倉工業富岡工場での就労や寮生活を通じ、他者とのかかわりや民主主義的価値観、生活に必要
となる炊事や洗濯など家事運営能力を身につけるに至った。これは、片倉工業による従業員教育の成果だけで
なく、寮生活そのものが学びの機会であったためである。彼女たちは仕事や従業員教育等のフォーマルな機会
を通じた学びと、寮生活というインフォーマルな機会での学びを経験している。ここで学んだことは、結婚や
子育てといった、彼女たちの次なるライフステージで活かされている。その点、彼女たちは社会の入り口に立っ
たばかりであり、中学校を卒業した15歳の少女たちにとって片倉工業富岡工場は「小さな社会」でもあったと
いえる。
　さらに、彼女たちと同僚や先輩のつながりは、単に仕事上だけのものではない。仕事や生活を共にしたから
こそ、つよい信頼関係でつながっていた。このつながりは人事係など彼女たちにとっての管理者との間にも見
られるものであった。今回の調査の中でインタビュイーが先輩従業員を「お母さん」や「姉」などと表現して
いること、また、インタビュイーの一人でもある元人事係の男性従業員が女性従業員たちのことを、まるで子
供の幸せを願うようなまなざしで日々見守っていたことから、片倉工業富岡工場は疑似的な「大きな家族」と
言えよう。
　今回、聞き取り調査を通じ、そこで働く女性たちにとって片倉工業富岡工場が「小さな社会」「大きな家族」
であったことが示された。しかしながら、今回、元従業員から聞き取り調査を実施できたのは６名であり、当
時の様子を描き出すには十分とはいえない。引き続き、聞き取り調査を実施し、より多くの女性たちから記憶
を語ってもらうことで、彼女たちの生活や労働のあり方を検討することが可能となる。

富岡製糸場に勤めた女性たちのライフヒストリー
～昭和期の「あたりまえ」の書き残し～

 高崎商科大学職員　川又　彩夏
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２　研究の成果
１．問題背景と目的
　富岡製糸場で働く女性たちの生活がいかなるものであったのか、これまで様々な切り口から研究が進められ
てきた。特に、明治の官営模範工場時代の仕事や寮生活の様子は和田英（旧姓・横田英）による『富岡日記』によっ
てその様子は広く知られている。一方で、富岡製糸場が民間に払い下げられて以来、『富岡日記』のような回
顧録や手記の存在は、現時点で表立ったものは存在せず、そこでの女性たちの仕事や暮らしに関する様子をう
かがい知るすべは少ない。しかしながら、富岡製糸場が操業を停止してから、“まだ”34年しか経過しておらず、
戦後の片倉工業時代の記憶を有している人も多いはずである。
　本研究は実際に働いた女性たちや、彼女たちの雇い主である片倉工業、そして近隣の地域住民や商店主らの
中にある記憶や記録を掘り起こすことで、片倉工業時代の富岡製糸場で働いた女性たちの生活と労働の様子を
体系的に記録する。

２．　先行研究の整理
2.1. 富岡製糸場に関する先行研究
　これまで、富岡製糸場を対象とした研究は人文社会系、建築学系など様々な切り口から取り組まれている。
　中でも、『富岡製糸場誌』（富岡製糸場誌編さん委員会 1977）は、創業時を中心に、製糸場の産業文化的価
値を解明することを目的に発行された。その中には「工女の思い出（ききがき）」（富岡製糸場誌編さん委員会 
1977：1131-1187）として、原製糸時代の従業員や関係者15名への聞き取りの記録が掲載されている。仕事や
寮生活の様子などが生き生きと語られているものの、本研究で対象としている戦後の片倉工業時代の記録では
なく、戦後の様子を知るには十分とはいえない。
　また、富岡製糸場総合研究センターによって毎年発行されている『富岡製糸場総合研究センター報告書』に
は、これまでに刊行された10冊の報告書に36本の論文が掲載されている。この36本のうち、最も多く取り組ま
れたテーマは建築物・建造物に関するテーマである。一方で、実際に働いた従業員を対象としたのは、２本と
その数は決して多くない。
　片倉工業時代の富岡製糸場に勤めた女性たちへの聞き取りをまとめたものとして、茂木（2017）がある。富
岡製糸場誌編さん委員会や富岡市教育委員会など、富岡市が進めてきた元従業員への聞き取り調査の結果につ
いて記載されている。片倉工業時代の記述として、およそ60名の元従業員に実施した聞き取り調査の結果を扱っ
ているが、一つ一つの記述は短く、充分に体系だった資料とはいえず、当時の様子を鮮明に描き出したものと
は言い難い。

2.2. 製糸業に関わる女性たちを対象とした調査
　製糸工場に勤めた女性たちを対象とした研究として、長野県岡谷市の取り組みが挙げられる。岡谷市では、
岡谷蚕糸博物館を中心に市内の製糸工場に就労した経験を有する18名に聞き取り調査を実施。その内容が『岡
谷蚕糸博物館紀要』にまとめられている。彼女たちからは、仕事の喜びや苦しみが語られており、彼女たちが
日々を懸命に生きた様子が明らかになっている。
　また、岡谷市内の製糸工場の元従業員に焦点を当て、ミクロな視点から元従業員の女性たちの労働や生活に
ついて考察したのが、シャール（2020）である。シャールは製糸労働者たちの間で歌われた「糸引き歌」の分
析や、実際に働いた女性たちへの聞き取り調査を実施し、これまでの製糸労働に持たれていた「女工哀史」の
視点が現代の価値観やマクロ経済学の視点から切り取られたものであると指摘した。
　岡谷蚕糸博物館やシャールは、岡谷市の製糸業を支えた女性たちの実態と、彼女たちが誇りをもって仕事に
従事していた様子を描き出している。
　
３．本研究の意義
　富岡製糸場が34年前まで稼働していたことから、当時の様子を「あたりまえ」の風景ととらえ、記憶してい
る人も多いだろう。しかしながら、当時の様子を知る人々も年々高齢になってきた。さらに、戦後・片倉工業
時代の富岡製糸場には、官営模範工場時代に和田英が書き残した回顧録のようなものは存在せず、当時の様子
を知るすべは少ない。よって、時間を追うにつれて当時の様子をリアルな描写で書き残すことは困難をきたす。
　そこで、今回、岡谷市の取り組みを参考に、実際に働いた女性が有する記憶や記録を掘り起こすことで、彼
女たちが働いた様子をよりリアルに描き残すことが可能となる。さらに、彼女たちを管理する立ち場にあった
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片倉工業の事務社員や、彼女たちの様子を身近で見ていた近隣住民・商店主らが有する記憶や記録も対象にす
る。これにより、女性従業員の労働と生活について、多角的な掘り下げが可能となる。これらを体系的に整理
することで、戦後の片倉工業富岡工場で働いた女性たちの労働や生活の実態を書き残し、当時の「あたりまえ」
を現代に伝えることが可能となる。

４．研究方法
　本研究では、戦後1950（昭和25）年から、富岡製糸場が操業を停止した1987（昭和62）年までのおよそ40年
の間に片倉工業富岡工場で働いた女性たちの労働と生活に関する記録と記憶を対象とする。ライフヒストリー

表２　茂木（2017）に掲載された聞き取り調査の内容

（茂木（2017）をもとに、筆者作成）

（『富岡製糸場総合研究センター報告書』をもとに筆者作成。なお、分類は筆者が行った。）

表１　『富岡製糸場総合研究センター報告書』掲載論文タイトル一覧
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法を参考に、当事者自身に経験を語ってもらうことで、よりリアルな視点を得ることを目指した。
　今回は、片倉工業富岡工場に勤務経験のある女性４名、男性２名、富岡市内の別の製糸工場に勤めた男性１
名の合計７名に聞き取り調査を実施。さらに、本研究においては、聞き取り調査の他、片倉工業が1948（昭和
28）年より発行している社内報「かたくら」や、片倉工業が従業員教育に使用した教科書などを用い、片倉工
業がそこで働く女性たちに求めた姿がいかなるものであったかを考察した。

５．内容
　今回聞き取り調査を実施したうち、片倉工業富岡製工場に勤めた女性たち４名は就労時期が異なるものの、
皆、敷地内に建てられた寮で生活を送った経験を有している。聞き取り調査の内容をもとに、それぞれの項目
について検討する。
5.1. 労働に関する記憶
　戦後の片倉工業富岡工場に勤めた女性たちは、入社後、およそ３か月間の養成期間を与えられた。D氏は、
研修期間に先輩従業員から糸取りの工程を習い、業務を覚えた後は、先輩従業員から何かを教わる場面は少な
く、「仕事を覚え、コツをつかめばどんどん（糸取りが）早くなった」と話し、いかに糸を早く取るか、自分
自身に課していたという。
　一方、女性従業員の中には、一般的な従業員とは異なり、現場をまとめる役を担う「教婦」という立場も存
在した。昭和30年代における教婦の役割は、「工務課長や試験係が立案した方針や経過を図るため、設備と工
員を合理的に組織し運営する現場監督者」（差波 2020：116）である。上からの指示を現場に伝え、現場の意
見を上に伝えるパイプ役でもあった教婦は知識や技能、人間的魅力が求められた（片倉工業株式会社 1988：
617）。教婦の経験を有するD氏は、当時、彼女自身が糸を取るのではなく、従業員の作業状況を踏まえ、自動
繰糸機の速さを調整したり、繰糸業を担当するほかの従業員のフォローに入ることが主な仕事であった。
　昭和30年代の教婦は職場での現場監督に加え、従業員が生活する寮においてもまとめ役を担ったようであっ
たが、D氏が教婦の立場に就いた昭和50年代では寮生活の管理を任された覚えはないという。当時、教婦の仕
事として先輩従業員のフォローに入る際、「みんないい人だけど、ちょっと嫌な思いもすることがあった」と
話すが、仕事は仕事と割り切り、寮生活に影響はなかったと語る。
　工場で働き、場内の寮で生活を送った彼女たちにとって、労働と生活の場は一体であったものの、職場・寮
のそれぞれの場面における役割は必ずしも一致したものではなかったことがうかがえる。
5.2. 寮生活に関する記憶
　彼女たちの寮生活において、生活に必要な衣食住の多くは会社から提供されるものであった。本項目では、
彼女たちの生活における衣食住の様子について整理する。
5.2.1. 衣
　彼女たちは就業中、会社から貸与された作業着を身につけていた。戦後の片倉工業では、動きやすさを重視
したズボンスタイルが採用され、頭にはキャップを付けていた。
　それらの制服は片倉工業から貸与されたものであるが、就業中、制服の管理は、すべて彼女たち自身で行っ
ていた。彼女たちは洗濯が終わった上着・ズボン、キャップといったすべての作業着にアイロンをかけ、皺を

表３　2020年度研究協力者一覧（インタビュイーのみ）

（筆者作成）
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伸ばした。昭和50年代に勤務したD氏は就職時に持参したアイロンを使い、すべての作業着の皺を「ピシッ」
と伸ばしていたという。寮生活における洗濯後のアイロンがけは彼女が身につけた技術の一つであり、結婚後
も家事の一環としてのアイロンがけに苦労することはなかった様子を語っている。
5.2.2. 食
　食事については、朝・昼・晩の三食が敷地内の食堂で提供されていたが、彼女たちは寮の自室でも食べるこ
とを楽しんでいた。
　寮には台所や調理ができるような場所はなかったものの、部屋には炊飯器やトースターを持ち込むことがで
きた。自室で食事を楽しむ彼女たちは、自室の炊飯器でご飯を炊き、まちなかのスーパーで購入した惣菜で食
事を楽しんだという。
　さらに、甘味を求める彼女たちは、富岡市中心市街地の菓子店に出かけることも少なくなかった。B氏は、「扇
屋」（富岡市富岡1173-1）や、当時、生菓子屋を営んでいた「ひともと」（富岡市富岡1066）に通い、お菓子を
購入し、寮の自室に持ち帰っていた。また、富岡工場の目のまえ、現在の「はや味」（富岡市富岡51）の場所
に店を構えていた日用品店にも簡単な菓子が販売されており、D氏はそこで購入した菓子類を寮の部屋に持ち
帰り、同僚の友達とともに楽しんだと語っている。
5.2.3. 住
　片倉工業に勤めた多くの女性たちが敷地内の寮で生活していた。富岡工場では、敷地の南側に位置した妙義
寮、浅間寮、榛名寮が彼女たちの住まいであった。
　３つの寮は「片倉工業株式会社富岡工場片倉富岡寄宿舎自治会」によって運営されていた。寮で生活する女
性従業員（寮生）を構成員とする片倉富岡寄宿舎自治会は、「明るい楽しい寄宿舎生活の発展につとめると共
に文化の向上を図ること」（片倉富岡寄宿舎自治会 1972：８）を目的に設立されており、規約に則り、寮生た
ち相互の協力による自治によって運営されていた。
　従業員の多くは、入社直後の３か月の研修期間中を大勢の同期入社の従業員と同じ部屋で過ごす。その後、
数名ずつに分かれ、同期入社の従業員と先輩従業員が同じ部屋で生活した。各部屋の部屋長は部屋の管理や後
輩従業員の指導を担当した。部屋長との関係性は良好のようで、B氏は、休日には部屋長や同室の先輩と映画
を観に行ったと語る。さらに、B氏自身が部屋長を担った際には、新しく入った従業員に対し、洗濯物の洗い
方や畳み方を教えている。彼女は後輩に対し、「私のことをお母さんだと思ってくれ」と伝え、後輩女性もB
氏のことを慕っていたという。
　また、A氏も先輩従業員のことを「お姉さんみたいであった」と語っており、彼女たち従業員同士の心理的
な距離感は近いものであったことがうかがえる。
　D氏は部屋長や先輩従業員とともに何かをした覚えはあまりないというが、場内や休日には常に行動を共に
した同僚がいたと話す。
　そこで働いた女性の多くが、生活と仕事を同じ敷地内で行っていた。常に同じメンバーと顔を合わせていた
ことになるが、彼女たちが語った同僚や先輩と関係性は往々にして良好であり、彼女たちの間に信頼しあえる
関係性が構築されていたことがわかる。
5.3. 学び
　片倉工業に勤めた女性たちの多くが、中学校を卒業した直後に働き始めている。そのため、片倉工業では、
富岡工場に限らず、従業員が働きながら、中学校卒業後の学びを積み重ねられるよう、各事業所に「片倉学園」
を開設した。さらには、普通科高校卒業を目指す従業員に対しては、近隣の定時制高校への進学支援も行って
いた。
5.3.1. 片倉学園
　片倉工業における教育制度の歴史は古く、明治の創業時より、従業員に対し、読書や算術、裁縫などを指導
している。1948（昭和23）年には教育刷新委員会を設立。自社で教育要綱を作成し、各事業所に「片倉○○学園」
（○○には事業所名が入る）を設置した。「民主主義を身につけること」「常識ある職業人となること」「立派な
婦人となること」の３点を根本理念に据えた教育がなされた。片倉工業富岡工場には、「片倉富岡学園」が設
置され、従業員たちの教育活動がすすめられたのである。
　1948（昭和23）年時点、学園は、本科、高等科、専攻科の３科から構成された。本科は中学校を卒業した従
業員を対象に、「職業」「国語」「社会」「音楽体操」「家庭」を、高等科では、本科を終了した従業員を対象に「国語」
「社会」「音楽体操」「家庭」を必修科目として授業を展開した。専攻科では高等科を卒業した従業員を対象に、
和裁、洋裁、生け花、調理など実習が行われた。すべての科目において、上記の教育目的、根本理念に基づい
た教育内容が組まれていた。その様子をよく知ることができるのが「社会」科目と「家庭」科目である。特に、
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「社会」の科目はその位置づけを社内報「かたくら」の中で、下記のように示している。

　 　学校教育でいう「社会科」の内容は、社会という人間結合の関係全般にわたる広域的なものでしょうが、
当社の教育に於ける「社会科」はこれと自ら趣を異にしております。……当社教育の根本理念には①民主主
義を身につける②有能な職業人になる③立派な婦人になる、という三本の柱があります。当社の「社会科」
はこの要請にこたえる主要な科目として、最も重んじられています。……職場での共同作業や寄宿舎での自
治生活で、その完全な一員となることが有能な職業人であり、ことによって民主主義社会を構成する素質も
統治されると信ずるからであります。

 （片倉工業株式会社 1988：256）
　
　実際に片倉学園で利用された社会科の教科書『私たちの社会科』（片倉工業株式会社教科書編集委員会 
1964）で取り上げられた単元は下記の通りである。普通科高校で習うような日本史や世界史、地理などは少な
いものの、自分とは異なる他者といかに関係性を構築するか、将来、平和で明るい家庭を作るためにどうすれ
ばよいかを思考する内容が盛り込まれている。いわゆる、道徳や倫理のような科目に近い単元が多く、片倉学
園で学ぶ彼女たちが、将来良き妻、親となるための土台作りの役割を有していたと考えられる。

5.3.2. 家庭寮
　また、片倉学園の教育の根本理念に掲げられた「立派な婦人となること」を体現するかのごとく、家庭科目
の実践の場として、「家庭寮」が存在した。家庭寮とは、実践的な家事運営を身につける場であり、家庭科目
の総仕上げの際に利用される寮である。片倉学園の生徒（従業員）５～10名ほどが一組となり、一組２週間程度、
家庭寮で生活し、家事技能を身につける。期間中は家庭寮が彼女たちにとっての生活の場となるため、自分た
ちで料理や洗濯といった家事全般をこなしながら仕事にも取り組んでいた。
　家庭寮が「家庭」科目の総仕上げとして位置付けられていることから、そこで学んだ主な年齢層は20歳前後
の女性たちであったと考えられる。1975（昭和50）年の女性の平均初婚年齢は24. ２歳である（男女共同参画局）。
まさに家庭寮は彼女たちが、結婚直前に家事運営、家庭生活における能力を身につける最後の機会であった。「家
庭」科目について、社内報「かたくら」では下記のように記されており、「家庭」科目の重要性に触れられている。
　
　家庭生活の能力を養う「家庭寮」で総仕上げ
　 当社に就業する女子従業員は、そのほとんどが義務教育を終えただけの人たちであります。そして会社を去
れば直ちに家庭に、という道をたどるのが通常であります。したがって当社での勤勉は、おそらく学校・学
園という名のつく最後の教育の機会になるでしょう。

　 当社の教育の根本的な目標の一つ、立派な婦人をつくるということが、非常に重要な意味をもつのもこのた
めであります。即ち、彼女らの家庭生活の能力は、主として当社の教育によって与えられねばならない、と
いうことができます。会社はこのことをまた一つの社会的責任とも感じております。

 （片倉工業株式会社 1988：256）

（片倉工業株式会社教科書編集委員会 （1964）をもとに筆者作成）

表４　『私たちの社会科』で取り扱っている単元
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　家庭寮を経験したＢ氏は、そこで調理法を学び、実際に稲荷ずしやカレーなど作ったという。現在、88歳の
B氏であるが、60年以上前に学んだカレーの作り方で今なお作り続けているという。結婚後、義母から料理な
どを教わったというが、家庭寮での学びが彼女たちのその後の人生の礎の一つになっている様子がうかがえる。
5.3.3. 定時制高校
　片倉工業は昭和30年代以降、従業員の定時制高校への進学支援も開始した。これは、彼女たちが高等学校卒
業資格を得るためである。富岡工場の従業員は富岡東高校の定時制に通っていた。1972（昭和47）年の二交代
制の勤務が開始した後は、昼間の定時制を実施していた藤岡高校の定時制に進学した者もいた。
　片倉工業は、片倉学園に限らず、従業員の学びをサポートしていたといえる。
5.4. 企業の視点からの女性の労働と生活の切り取り
5.4.1. 片倉工業が描く女性従業員の将来
　近代の家族は、男性は外で働き、女性は家の中で働くことが一般的である。特に、戦後の高度経済成長期以
降、収入の安定と生活の合理化によって、女性は専業主婦となり、家事や子育てに専念することが多くなった。
また、1975（昭和50）年における25 ～ 29歳の女性の年齢階級別労働力率は42. ６％と決して高くない（男女共
同参画局）。同年における女性の初婚年齢は、先述のとおり、24. ２歳であることから、結婚を機に退職してい
ることがうかがえる。
　1974（昭和49）年の片倉工業富岡工場入社案内の表紙には「卒業→就職から結婚へ」という言葉とともに、
中学校を卒業したばかりと思われるセーラー服姿の少女、作業着を着て働く女性、白無垢姿の３人の女性が描
かれている。募集時から、片倉工業富岡工場に勤める女性たちのその後のキャリアとして、結婚というステー
ジを意識していることがわかる。

　片倉工業が新しく入った従業員に配布したテキスト『わたしたちの職場』（片倉工業株式会社 1969）の随所
に、合理的な労働や規則正しい寮生活を送ること、民主的な会合運営を身につけることが記されている。そし
て、それらが彼女たちの将来を豊かにするものであると説いている。このような価値観を身につけた彼女たち
の将来の姿として描かれていたのが良き妻、母となることであり、「明朗で健康な家庭の中心になり、次世代
の国民を育てる」（片倉工業株式会社 1969：65）ことが求められていた。
　片倉工業は、女性従業員を生糸の生産における単なる労働力としてではなく、将来、次世代を育てる「未来
の親」もしくは「親の卵」として捉えていたのだろう。よい次世代が育つよう、将来、結婚を控えた彼女たち
に対して、場内での労働、寮生活を通じて、個人と社会のあり方を正しく把握する力を身に着ける必要性を説
いていた。
　片倉工業富岡製糸場で人事係を担当したF氏は、「自分たちは彼女たちを親元から預かった立場」であると
語り、そのため、「結婚するまではきちんとさせる」という意識があったという。彼女たちの両親から嫁入り
前の娘たちを預かる立場として、彼女たちがより正しい道に進んでほしい、と願ったF氏の想いは、親のそれ

図１　1974（昭和49）年片倉工業富岡工場入社パンフレット表紙
（インタビュイーC氏提供資料）
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と類似するものであった。
5.4.2. 女性従業員を管理する立場にあった片倉工業との関係性
　片倉工業富岡工場では、多くの女性従業員が中学校を卒業した15歳で働き始めた。そのため、人事係を担当
したF氏は「彼女たちが悪い方に引っ張られないよう、仕事以外に、学びや遊びにも忙しい環境を作った」と
いう。例えば、富岡市宮本町の商店街で開催された七夕の際には彼女たちと笹飾りを作り、工場の正門の前に
飾った。東北から来た従業員らとは芋煮会などを開催。厳しくするのではなく、彼女たちを楽しませながら生
活を見守っていたのである。
　また、F氏は彼女たち一人ひとりの状況を把握するよう努めていた。彼女たちと積極的にコミュニケーショ
ンをとるだけでなく、敷地内の診療所に通い、そこに勤務する看護師が気付いた彼女たちの変化についてもア
ンテナを張り、状況の把握を怠らなかった。
　さらに、片倉工業は彼女たちの親と父兄会を開催。F氏は場合により家庭訪問をし、彼女たちの工場での様
子などを伝え、父兄からも彼女たちの話を聞いていたという。F氏は父兄から「よろしくお願いします」とい
う言葉をもらうことで、「預かっている彼女たちに事故が起こらないように」そして、「彼女たちが自身の路を
歩めるようにしなくてはいけないと思っていた」と語る。彼女たちを管理する立場として、中学校を卒業した
ばかりの15歳の少女本人との信頼関係を築くことはもちろん、その親とも関係性を築くことを重視していたと
いえる。

６．まとめ
　今回、戦後の片倉工業富岡工場に勤めた女性たちに注目し、聞き取り調査を実施。そこでの労働と生活の様
子を検討した。今回聞き取り調査を行った７名のうち、片倉工業富岡工場での勤務経験があるのは男女６名の
みであり、その数は決して多いとは言えない。しかしながら、昭和20年代から昭和50年代まで幅広い年代の様
子を把握することができた。また、女性従業員だけでなく、彼女たちを陰ながらサポートした男性社員にも話
を聞くことで、多角的な視点から当時の様子を把握することが可能となった。
6.1. 本研究が示唆すること
　従業員の多くが中学校を卒業してすぐ、片倉工業に就職し、社会人としての生活をスタートさせている。そ
れまで家族や中学校など「第一次集団」の中で生活していた彼女たちは、就職を機に、職場という「第二次集
団」に身を置いたことになる。第一次集団とは、C. H. クーリーが提唱した集団概念であり、家族や遊戯集団、
近隣集団に見られるような、親密的な接触に基づく結合からなる集団であり、強い共感・一体感が共有される
集団である。一般的に第二次集団は、第一次集団と対比する集団とされる。第二次集団は、規則や法律に基づ
き、目的を合理的に追求する機能集団であり、間接的で、非人格制を特質とする。家族や近隣集団が一次集団
であるのに対し、企業は第二次集団と位置付けられる。すなわち、中学校を卒業し、片倉工業に就職した彼女
たちは15歳で第二次集団に身を置いたことになる。
　しかしながら、彼女たちは仕事の先輩や後輩、同僚と衣食住や学びを共有している。彼女たちにとってそこ
は第二次集団であるが、一方で、青春を共にした仲間がいる場所でもある。その場所で信頼関係を培った彼女
たちには「ともに生活している」というコミュニティの意識が存在したと言えよう。つまり、彼女たちにおい
て、本来、第二次集団であったはずの場所に、それとほぼ重なる状態で第一次集団と類似する集団が存在して
いたと言えよう。
6.2. 考察
　今回のインタビューを通じ、彼女たちの労働と生活を描くうえで、いくつかの視点を得ることができた。
6.2.1. 視点１：つながり
　入社後、研修期間中に先輩が後輩に仕事のやり方を教えることは多くの職場でも行われている。しかしなが
ら、敷地内の寮で生活をした彼女たちは、生活の場面も先輩や後輩、同僚とともに過ごした。また、入社した
ての彼女たちの年齢は中学校を卒業したばかりの15歳の少女であった。少女たちに対し、先輩従業員たちは、
寮生活のルールや掃除、洗濯を教えた。そのような先輩従業員を母や姉のようだと感じていたことから、彼女
たちの関係性は、単なる仕事上の先輩・後輩にとどまるものではなかった。
　また、時を同じくして入社した同僚とは、休日も常に行動を共にし、お互いが支えあう存在であった。
　さらに、彼女たちを管理する立場にある片倉工業は、従業員とのコミュニケーションを重要視していた。人
事の業務として彼女たちの様子を書類上で把握するだけでなく、密なコミュニケーションをとることで、お互
いの信頼関係の構築を目指していた。
　仕事と生活をともにする彼女たちの中には、まるで、母子・姉妹関係ともとれる先輩－後輩の縦のつながり
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や、同僚・友だちで支えあう横のつながりが存在した。また、彼女たちを管理する立場にあった片倉工業やそ
の人事係は彼女たちの将来を案じ、日々の仕事や生活を見守っていた。その姿は、親が子の幸せを願う姿のよ
うであり、片倉工業と彼女たちの間に親子関係ともいえるつながりを見い出すことができた。

6.2.2. 視点２：教え
　片倉工業で働く彼女たちにとって、そこは労働と生活の場としての機能に加え、学び舎としての側面も持ち
合わせていた。
　片倉学園では、人間性をはぐくむ教育が重視され、価値観や考え方などを身につける機会が設けられた。中
でも、「家庭寮」では料理など家庭運営に関する技術を習得することができた。彼女たちが将来結婚し、そこ
で学んだ料理を自身の家族にふるまう。家庭寮での学びが妻や母としての役割を果たすための一端を担ったと
いえよう。
　教えの場は片倉学園などの学びの場だけで行われたものではない。先輩従業員は新しく入った従業員へ、寮
での掃除や洗濯の方法などを教えた。寮生活の中で先輩従業員から後輩従業員へ、実践的な教えが存在したこ
とになる。
　片倉工業富岡工業で働いた女性たちは、労働や学園といったフォーマルな場での学びだけでなく、従業員同
士の寮生活といったインフォーマルな場面で無意識的に教えを受け入れ、様々な技術を身につけていったので
ある。

図２　片倉工業富岡工場におけるつながり
　　　　　　　　　　　　　　（筆者作成）

図３　片倉工業富岡工場における女性たちの学び
（筆者作成）
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6.3. 研究結果に対する考察のまとめ
　15歳で片倉工業富岡工場に足を踏み入れた少女たちの生活は、それまでのものとは一変した。彼女たちは親
元を離れ、責任ある一労働者としての生活をスタートさせたのである。労働者として求められることは、より
質の高い成果や効率の良い作業であった。さらに、寮生活では年齢や出身地といったバックグラウンドが違う
複数の人たちとの共同生活がスタートした。まさに、これまでの第一次集団で生活をしていたころとは異なる
社会との出会いであったと言えよう。さらに、彼女たちは将来、結婚し、妻として、そして母としての役割を
担うことを期待されていた。片倉工業富岡工場での労働・寮生活の経験は彼女たちの次なるライフステージで
活かされていた。片倉工業入社当時、女性従業員の多くは社会の入り口に立ったに過ぎない。いうなれば、15
歳で親元を離れた彼女たちは就職と同時に「小さな社会」に足を踏み入れたのである。
　それまでの社会とは異なる「小さな社会」に身を置いた彼女たちを支えたのは先輩従業員や同僚、雇い主で
ある片倉工業であった。先に入社した女性たちが入社したばかりの少女たちに仕事や寮での生活を教えた。会
社は彼女たちを親元から預かった立場としての責任を全うすることに努め、彼女たちの将来を案じ、労働を通
して今後必要となる考え方を、学園や定時制高校など勉学の機会を通して知識や価値観を伝えた。先輩従業員
の姿はまるで、子や妹を思う母・姉のようであり、彼女たちを管理する立場であった片倉工業やその人事係の
姿は、あたかも子供の将来を願い、見守る親のようであった。そこで働く女性たちにとって、片倉工業富岡工
場は就労と生活の場であると同時に、彼女たちを支える「家族」的な側面を有していた。
　それはまさに片倉工業富岡工場が彼女たちにとって「小さな社会」と「大きな家族」であったと言えよう。

6.4. 課題と展望
　今回、昭和20年代以降に片倉工業富岡工場に勤めた男女６名に聞き取り調査を行った。勤めた年代もインタ
ビュイーの持つバックグラウンドも異なる６名であったが、彼女・彼らに共通する２つの視点を導き出すに至っ
た。しかしながら、今回導き出した２つの視点を普遍的なものとして捉えるには、あまりにも情報が少ない。
引き続き元従業員らへの聞き取り調査を進める必要がある。多くの人が片倉工業富岡工場での経験を語ること
で、当時の労働と生活の様子をより鮮明に記すことが可能となる。
　一方で、これらの聞き取り調査の結果は彼女たち一人一人の記憶に過ぎない。しかしながら、多くの女性た
ちがその記憶を語ることで、労働や生活の様子を当時の社会的・文化的文脈の中で捉え直すことが可能となる。
強いては、それが女性労働史上の単なる「点」ではなく、社会的・文化的文脈の中に位置づけられ、現代のわ
れわれに、いかにつながっていったかを示すこととなる。そのためには、片倉工業就労時の様子だけでなく、
その前後の彼女たちの記憶や記録にも焦点を当て、片倉工業での経験が彼女たちにとっていかなるものであっ
たのかを読み解く必要がある。
　また、町とのつながりは今回の調査では明らかにすることができなかった。彼女たちがまちなかでどのよう
な体験をしたのか。彼女たちが買い物をした店の店主はどのように受け入れていたのか。まちなかの人は彼女
たちに対してどのような印象を抱いていたのか。どのようなかかわりがあったのか、もしくはなかったのか、
片倉工業に勤めた女性たちの視点だけでなく、商店主や近隣住民からの語りを掘り下げることで、当時の様子

図４　片倉工業に入社した女性たちにとっての「小さな社会」と「大きな家族」
（筆者作成）
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をより鮮明に描き出すことが可能となろう。こちらについても次年度以降の課題となった。
　女性たちの「あたりまえ」を描き出すためには、就労時の点だけでなく、その前後の経験を含めた線での語
りが必要である。さらに、彼女たちを雇い管理する立場にあった片倉工業や、同じ地域で過ごした地域住民な
ど、様々な立場からの語りを加え、より鮮明な「あたりまえ」の書き出しを進めたい。
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